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第 52 回 BS12 トゥエルビ放送番組審議会 議事概要 

 

◼ 開催日時 2022年 4月 22日(金) 13：00～14：40 

 

◼ 開催場所 オンライン会議 

 

◼ 委員：総数 9名 

出席（8名） 

委 員 長：石田 寛人（金沢学院大学 名誉学長） 

副委員長：勝島 敏明（公認会計士・税理士） 

委 員：古濱 洋治（元郵政省通信総合研究所 所長） 

委 員：山下 東子（大東文化大学 教授） 

委 員：伊藤 佳子（プロゴルファー） 

委 員：坂田 康太郎（株式会社 CAP代表取締役社長／音楽プロデューサー） 

委 員：臼田 誠次郎(元日本工営㈱代表取締役副社長) 

委 員：小林 千寿(日本棋院 棋士)  

※欠席の菅谷実委員から書面によるコメントの提出があったので、委員長が読み上げ、

委員のコメントの中にそれを含めた。 

 

◼ 放送事業者側出席者 

代 表 取 締 役 社 長：須磨 直樹 

営業・事業推進本部長：目黒 芳則 

管 理 本 部 長：中林 裕士 

編 成 部 長：清水 友明 

リスクマネジメント部長：西村 和晃 

事 務 局：尾上 一也 

 

◼ 議事概要 

代表取締役社長挨拶（事業概要説明） 

 

議題 1 番組種別分類結果公表について 

2021 年 10 月～2022 年 3 月の第 3 月曜日を起点とする各 1 週間（計 42 日）に放送した番組 

の種別の分類と、種別ごとの放送時間の合計が報告された。 
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議題 2 2022年 4月以降の番組編成内容について 

「プログラムガイド（2022 年 4･5･6 月）」及び番組宣伝動画に基づき、2022 年 4 月以降の番

組編成内容について清水編成部長より説明があった。これに対して、委員から質問とコメン

トが出された。質問に対しては、事業者側が回答し、コメントについては、適宜、今後の番

組編成に活かしていくこととした。 

 

議題 3 審議番組 BS12 スペシャル 

「怪物に敗れた男たち －モンスター井上尚弥が変えた人生－」について 

審議番組について、ダイジェスト版を視聴後、合評を行った。 

委員からの主なコメントは次の通りである。 

 

・ 井上選手の勝利を記事として十分に伝えきれなかったことをきっかけに負けた選手のイ

ンタビューをするようになり、この番組はその映像版という位置づけになるのであろう

か。番組の最後に森合記者が登場したことで、本ドキュメンタリーが伝えたかったこと

が納得できた。続編を制作される機会があるならば、森合記者の井上選手へのインタビ

ューも盛り込んでほしい。 

・ 佐野友樹選手の井上尚弥評の中にメンタルの強さの重要性を述べていたが、同じように

田口選手もメンタルの強さに負けたくないとして 10 ラウンドまで持ち堪えたのではな

いかと思う。試合に負けても精神的に負けないことが悔いのない気持ちになるようで、

一般の社会生活にも通用する認識であると森合記者乃至ディレクターは言いたいようで

あると理解した。 

・ 敗れた男たちが井上尚弥選手とのタフな試合で挫折感を抱くことなく立派に過ごしてい

ることは分かったが、本作タイトル中の「敗れた男たち」と森合記者の「実像をあぶり

だす」思いが繋がっているようでそうでもないというちぐはぐな感じを押さえることが

できなかった。 

・ 敗者側から見る景色に加え、敗者側のその後の生活を見ることは有名人でもない限りあ

まりない。そういう意味では面白い番組企画、ドキュメンタリーであった。人生が全く

変わってしまった方がいるのであればその方の話も聞いてみたいと思った。 

・ 勝った人よりも負けた人を主人公にしながら、結果的には勝った人がいかにすごい人か

ということを浮き彫りにしていく番組であった。どういうところが凄いのか、精神的に

負ける、勝つという言葉よりももっと具体的に精神的に勝つためにどのような努力した

のか、それをもっと突っ込んで欲しかった。 

・ 勝者側からの番組はよくあるが、この番組は勝者側からの正式なコメントは一切なく、

それがこの企画の魅力であり、スポーツの中で選手が感じていることをよくあぶりだし

てくれたと感じる。スポーツはルールが存在して競技が成り立っている運動である。見

た目は肉体的な人間の戦いであるが、本質的には選手同士の心の戦いであって、そうい
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った魅力がこの企画において見事に表現されていると感じた。 

・ ドキュメントはどんな物語よりも感動的な事実があり、過去の歴史を振り返ることで見

えてくるものがある。出演者の千原ジュニアさんの相手の心を引き出す力、聞く力、リ

アクションの力が光ったと感じ、今回の起用はナイスキャスティングであった。敗者か

ら学ぶ、知ることがあまりにも深く、新聞記者目線の発信も良いと思った。 

・ 本番組に井上尚弥選手に出てほしかった。一緒にいたことのある人、同い年だった人た

ちにスピルオーバー効果というか生きる指針を与えている、ロールモデルになっている、

インスピレーションを与えている存在である。特に対戦した選手、ファンや観客にとっ

ても存命の歴史上の人物であることが浮き彫りになったと思う。 

・ 敗者の佐野選手が精神的にも強く人生をまじめに生きているきっかけとなったのが井上

選手との試合で、終わった後に井上選手に佐野さんありがとうございましたと言われた

ことに敬意を払っている。田口選手は現役時代を知らないが、とても強かったが井上選

手に負けて、なおかつ井上選手は立派であると言えることが人間的にも立派な人である

と思う。勝者、敗者を一つの番組にすることは時間的にも難しかったのだろうが、別の

番組として勝者目線の番組を作っていただければ見る関心がわく。 

・ 佐野選手、田口選手、森合記者の立場からの番組ではあるが、井上尚弥を描写しようと

して作られた番組ではなかろうか。番組としては地上波では見られない面白さ、多くの

出演者を必要とせず、低コストで制作、構成されている。地上波ではない切り口から井

上選手の強さに迫っているという感じがした。 

・ 日本では一芸に身を投じてトップになれなかった人々の努力を活かす道が文化度の高い

他国と比べ狭く、それは日本の文化度を落とす要因になっているのではないか。 

・ この番組を見て勝負の世界は一面素晴らしいが残酷であると感じた。勝負を職業とされ

続けていくことは大変であり、我々はどう受け止めていけばよいかと考えさせられるも

のがあった。 

 

以上 


